
　通常，人事部門が意識している「少子高齢化
問題」とは，将来的な採用の困難さや人員構成
の歪みへの影響が中心だ。しかし，「従業員の家
族」まで視野を広げて考えたとき，今，足下に
放置されている危機の存在に「はっ」とさせら
れるのではないか。家族の介護の理由で「働け
ない」「辞めるしかない」「誰にも言えず苦しい」
「不安で仕事に集中できない」等，パフォーマン
ス発揮，モチベーション維持，働きやすさの環
境整備の面で相当の課題が置き去りにされてい
るケースは多い。働き盛りや熟練人材が持てる
能力を発揮できず，さらには，ひっそりと職場
を去るような事態を招いては企業活動にとって
も大きな損失になる。個人的な問題とのバラン
スをどう考えるか，会社からは何を用意して，
どこまで支援できるのか，どうすれば安心して
働き続けてもらえるのか，また，社内制度の見
直し，社内へのアナウンス，外部機関の活用の
方向性などについて，相談実績豊富な専門家機
関の知見をもとに整理とアドバイスをいただい
た。 （編集部）
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